
平成 28 年度　予算のあらまし
　　◦一般会計・特別会計・企業会計の予算を可決しました���� P. ２〜４

市政について問う !
　　◦16人の議員が一般質問(代表質問・個人質問 )を行いました��� P.６〜10

みんなでこいのぼりをつくりました（市立北部保育所）
～こいのぼりフェスティバル（４月 24 日～５月５日開催）～
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特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

平成28年度　予算のあらまし

　　第４回（２月）定例会は、２月12日に招集され、３月17日までの35日間にわたり開催しました。こ
　の議会では、市長から平成28年度の施政方針が述べられた後、平成27年度関係議案、平成28年度

関係議案等の審議をそれぞれ行い、いずれも原案のとおり議決しました。また、市長の施政方針に対する代表質問が行わ
れ、６つの会派から質問がありました。さらに、10人の議員から個人質問が行われました。ここでは、平成28年度の一般
会計、５特別会計及び３企業会計の予算審議、歳入・歳出予算額等の主な内容をお知らせします。

特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

特 別 会 計 会　　計 平成 28年度予算額 平成 27年度予算額 増減率
国民健康保険事業 271億 1,100 万円 272億 6,800 万円 △ 0.6％
土地取得事業 5億 1,600 万円 5億 1,000 万円 1.2％
介護保険事業 149億 8,400 万円 149億 8,300 万円 0.0%
簡易水道事業 390万円 410万円 △ 4.9%

後期高齢者医療事業 22億 3,100 万円 20億 8,000 万円 7.3%
合　　計 448億 4,590 万円 448億 4,510 万円 0.0%

企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。

企 業 会 計
会　　計 平成 28年度予算額 平成 27年度予算額 増減率
病院事業 132億 7,000 万円 134億 7,000 万円 △ 1.5%
水道事業 50億 4,100 万円 52億 600万円 △ 3.2%
下水道事業 88億 7,800 万円 94億 9,300 万円 △ 6.5%
合　　計 271億 8,900 万円 281億 6,900 万円 △ 3.5%

問土地取得事業における
土地売払収入の内容は。一
般会計へ売却する理由は。
答沼津駅周辺総合整備事
業促進用地のうち、杉崎町4
号管理地800平方メートル及
び大岡1号管理地336平方
メートルの2カ所を、5億898
万4,000円で一般会計へ売却
するものである。一般会計へ
売却する理由としては、沼津
駅周辺総合整備事業を初めと
する本市の事業の代替地など
として需要があった場合に、
一般会計で速やかな対応がで
きるよう売却するものである。

問地域包括支援センター
の拡充に向けた取り組みは。
答地域包括ケアシステムを
それぞれの地域で中心となっ
て進めていく。地域包括支援

センターについては、現在８
カ所あるが、第７次高齢者保
健福祉計画において、４カ所
を新たに設置することとなっ
ているため、平成28年度に
おいては、計画に基づき、こ
の４カ所についての公募を
行っていく予定である。

問認知症予防対策におけ
る新たな事業内容は。
答中学生を対象とした認
知症サポーター養成講座のほ
か、認知症の人やその家族の
相談等の支援を行う団体や事
業所を認知症カフェとして登
録していく。

問市立病院の経営改善に
向けた取り組みは。
答平成28年度に今後の市
立病院のあり方について検討

する組織を立ち上げ、経営形
態を含め、最善の方向性を探
るとともに、静岡県地域医療
構想とリンクした病院改革プ
ランの策定に取り組んでいく。

問医師不足への対応とし
て、定年退職をした医師の
採用は。
答市立病院においては、定
年退職をした医師を嘱託で雇
用している実績があり、今後
も退職後の医師の雇用につい
て考えていきたい。

問水道事業の財源確保は。

答営業収益が年々減少す
る中、施設の更新や耐震化は
計画的に進めていかなければ
ならないため、引き続き、経
費の節減に努めるとともに、
補助金の確保のほか、将来負

担の公平性や財政規模の平準
化などを勘案した中で、計画
的な企業債の借り入れを行う
など、財源の確保に努めてい
く。また、必要に応じて料金
の見直しも行っていかなけれ
ばならない。

問下水道事業の経営に対
する考えは。
答平成26年度に使用料の
改定を行ったが、今後も厳し
い経営状況が続いていくもの
と考えられるため、引き続き
経費の節減に努め、補助金の
確保や計画的な企業債の活用
など、財源の確保を図るとと
もに、社会状況や経営状況を
踏まえ、適切な受益者負担と
なるよう定期的に使用料の検
討を行うなど、経営の健全化
に努めていく。

定例会の
主な内容
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57.6％42.4％

歳入総額
696億
5,000万円

市税
350億円
(50.3％)

その他
50億7,721万円
(7.3％)

国庫・県支出金
163億8,589万円
(23.5％)

市債
56億9,660万円
(8.2％)

その他 
74億9,030万円(10.7％)

自依
主存

財財

源源
歳出総額
696億

5,000万円

民生費
252億
1,907万円
(36.2％)

土木費
122億6,623万円
(17.6％)

公債費　
71億8,964万円
(10.3％)

総務費
62億2,850万円
(9.0％)

教育費
57億6,464万円
(8.3％)

土木費
122億6,623万円
(17.6％)

公債費　
71億8,964万円
(10.3％)

総務費
62億2,850万円
(9.0％)

教育費
57億6,464万円
(8.3％)

消防費
29億558万円
(4.2％)

その他 
24億8,294万円(3.5％)

衛生費
75億9,341万円
(10.9％)

消防費
29億557万円
(4.2％)

その他 
24億8,294万円
　　　  (3.5％)

衛生費
75億9,341万円
(10.9％)

一般会計予算決算委員会での主な質疑

総額 1,416 億 8,490 万円
一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、福
祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

平成28年度予算を可決しました！
一 般 会 計

平成 28年度予算額 平成 27年度予算額 比　較　増　減 増減率
696億 5,000 万円 710億円 △ 13億 5,000 万円 △ 1.9％

問平成28年度における児
童扶養手当の拡充内容は。
答ひとり親家庭の応援施
策として、経済的な支援の拡
充を図ることを目的に、子供
が2人以上いる世帯の手当額
について、現行、月額で、第
2子については5,000円、第3
子以降は1人につき3,000円
を支給しているものを、平成
28年8月分からは、所得に応
じて、第2子については最大
1万円、第3子以降は1人につ
き最大6,000円を支給するも
のである。

問沼津しごと応援事業の
内容は。
答市内企業の安定した雇用
の確保を図るとともに、市内企
業への就労促進により定住人
口を確保することを目的に、本

市独自の就職応援サイトを立
ち上げ、本市に立地する企業
の魅力を十分に発信し、市内
企業への就職活動がしやすい
環境を整え、若者のＵ・Ｉ・Ｊ
ターンを支援する。また、高校
生を対象とした就職支援セミ
ナーの開催により、就業意識
を高めるとともに、早期離職の
防止に向けた取り組みを行う
ものである。

問空き家等への対応状況
と平成28年度における取
り組みは。
答沼津市空き家等の適正
管理及び有効活用に関する条
例が、平成27年4月1日に施
行されたことにより、税情報
等による所有者等の調査が可
能になり、全ての空き家の所
有者等に適正管理についての

文書を送付し、現在は案件ご
と個別に対応している。また、
平成28年度については、条
例に基づき、空き家等の状況
や命令等の措置に関して審議
を行う「空き家等対策審議
会」を設置する。

問学校規模・学校配置適
正化推進事業の内容は。
答平成27年度に策定した
「沼津市立小・中学校の適正
規模・適正配置の概略方針」
に基づき、まちづくりの観点
を踏まえた上で、適正規模・
適正配置に係る基本方針を策
定する。平成28年度におい
ては、今後、児童生徒の著し
い減少が見込まれる戸田地区
において推進委員会を設置し、
適正化に向けた検討を行って
いく予定である。

問第4次総合計画に掲げる
主要施策について、平成
28年度予算への反映は。
答少子化対策・子育て支
援、民間と連携した活力ある
まちづくり、国際化に対応す
るコミュニケーション能力の
向上に力を入れることとし、
後期推進計画に掲げる主要事
業について、約108億3,000
万円を予算計上している。第
4次総合計画に掲げる予算と
しては、環境にやさしく、安
全・安心を実感できるまちに
ついては17事業、約47億
8,000万円、元気でいきいき
と暮らせるまちについては
22事業、約16億3,000万円、
魅力と活力にあふれ、にぎわ
いに満ちたまちについては
31事業、約44億2,000万円
をそれぞれ予算計上している。

歳 入 歳 出
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平成 28年度　予算のあらまし

平成28年度予算の主な事業

第３子以降の
保険適用医療費を
完全無料化

若者世代住宅取得
促進事業

駿東伊豆
消防組合
負担金

３人以上の子供がいる
世帯の

保育料の軽減・無償化

マミーズ
ほっとステーションぬまづ

運営事業
リノベーション
まちづくり推進事業

文化財施設整備
推進事業

予算額
１億2,000万円

予算額
22億3,734万円

予算額
3,500万円

予算額
1,700万円

予算額
1,470万円

予算額
3,640万円

予算額
2,000万円

▲子供を産み育てやすい環境づくりを目指します

第４回（2月）定例会で可決された平成28年度予算の中から、主な事業を紹介します。

▲駿東伊豆消防本部（寿町）

▲三世代同居・近居を支援します

▲�リノベーション手法を活用した店舗

▲旧静浦西小学校校舎（志下）

▲子育て支援のさらなる充実を図ります

▲マミーズほっとステーションぬまづ
が開設される保健センター（八幡町）

　平成28年 4月1日に設立された駿東伊豆消防組合に
対する負担金です。沼津市、伊東市、伊豆市、伊豆の国市、
東伊豆町、函南町、清水町の4市 3町による消防の広域
化により、より高度な消防体制の確立を目指します。

　大諏訪にある文化財センターを旧静浦西小学校校舎に
移転するため、整備をするものです。情報発信機能をも
つ施設として改修することで、さらなる活用が期待されて
います。

　自然に触れ、感性豊かに子育てができる本市への若者
世帯の移住・定住を支援するため、本市に転入して、住
宅を取得又はリフォームし、親と同居する若者世帯に「沼
津市若者世帯定住支援奨励金」を交付するものです。

　市内の遊休不動産をリノベーションの手法により活用す
ることで、新たな雇用や居住環境等を創出し、地域の活
性化を推進します。実際の遊休不動産を題材に実事業化
を目指すためのスクールの開催等も予定しています。

　専属の母子保健コーディネーターを配置した「マミーズ
ほっとステーションぬまづ」を開設し、相談支援体制を強化
するとともに、産前産後のサポートの充実を図るなど、妊娠・
出産から子育てまで、切れ目なくトータルに支援します。

　３人以上の子供がいる世帯を対象に、第３子以降の通
院（中学３年生まで）・入院（高校３年生相当年齢まで）
の際にかかるこども医療費（保険適用分）の自己負担額を
無料とするものです。

　人口減少や少子化対策として、3人目以上の出生数の
増加を目指し、3人以上の子供がいる世帯を対象に、幼
稚園、保育園、認定こども園等の保育料について、第2
子は半額、第3子以降は無償化をするなどの軽減を図る
ものです。
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主な議案一覧
議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第2号
沼津市特別職の職員の給与に関
する条例の一部改正

■特別職の職員の期末手当を改めるとともに、退職手当の支給割合等を定めます
一般職の職員の例に倣い、特別職の職員の期末手当の支給割合を年間0.1月分
引き上げるとともに、退職手当に係る算定式及び役職に応じた支給割合を定め
るものです。

可決

議第4号
沼津市議会議員の期末手当に関
する条例の一部改正

■市議会議員の期末手当を改めます
一般職の職員の例に倣い、市議会議員の期末手当の支給割合を年間0.1月分引
き上げるものです。

可決

議第23号
沼津市事務分掌条例の一部改正

■�市長部局に沼津駅周辺整備部を新設します
沼津駅周辺総合整備事業を円滑に推進していくため、沼津駅周辺整備部を新設
し、組織体制の強化を図るものです。

可決

議第32号
沼津市国民健康保険条例の一部
改正

■国民健康保険料の賦課限度額を引き上げます
国民健康保険法施行令の一部改正に伴い、基礎賦課限度額を51万円から52万
円に、後期高齢者支援金等賦課限度額を16万円から17万円に、介護納付金賦
課限度額を14万円から16万円に引き上げるものです。

可決

議第39号
沼津市防犯まちづくり条例の制
定

■�犯罪のない安全で安心な地域社会の実現を目指します
防犯まちづくりに関する基本理念や、市、市民及び事業者の役割並びに防犯ま
ちづくりを推進するための基本となる事項を定める条例を制定するものです。

可決

予　
算

議第7号
平成27年度沼津市一般会計補
正予算（第4回）

■�当初予算に14億 9,245万 4,000円を追加し、予算総額は755億 3,647万
2,000円となります
追加したものは、給与改定等に伴う職員人件費等8,143万1,000円、臨時福祉
給付金支給事業費6億 9,000万円、病院事業会計繰出金4億5,000万円が主
なものです。財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源として基金繰
入金をもって充てるものです。このほか、繰越明許費として社会保障・税番号制
度システム整備事業4,700万円など14事業を翌年度に繰り越すほか、債務負担
行為として文書等集配業務委託費など139件を追加するものです。

可決

人　
事
認第1号
教育長任命の同意

平成28年 3月31日に辞職する工
く
藤
どう
達
たつ
朗
ろう
氏の後任として、沼津市高尾台在住

の服
はっ
部
とり
裕
ゆ
美
み
子
こ
氏を任命することについて同意されました。

同意

議　案　名

議

決

結

果

志

政

会

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
沼
津

公�

明�

党

未
来
の
風

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

無

所

属

無

所

属
（８）（６）（４）（３）（３）（２）（１）（１）

条
　
例

議第 2号 沼津市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第 4号 沼津市議会議員の期末手当に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第23号 沼津市事務分掌条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第32号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ◯ ◯ × ◯ ◯

予
　
算

議第 7号 平成 27年度沼津市一般会計補正予算（第 4回） 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第42号 平成 28年度沼津市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第44号 平成 28年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ◯ × × × ◯

議第47号 平成 28年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ◯ ◯ × ◯ ◯

会派別　賛否が分かれた議案一覧

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。

◯＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数
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問
市
民
の
日
常
生
活
の
現
場
を
捉
え
、

市
民
の
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
を
国
の
方
針
に

基
づ
き
支
援
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
る
が
、

国
の
方
針
に
基
づ
く
市
政
運
営
で
は
、
市

民
は
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
で
主
役
に
な
れ
な

い
と
考
え
る
。
本
市
独
自
の
支
援
制
度
の

創
設
や
予
算
の
確
保
に
向
け
た
考
え
は
。

答
市
長
／
本
市
独
自
の
施
策
及
び
予
算

の
確
保
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
十
月

に
策
定
し
た
総
合
戦
略
に
お
い
て
、「
沼

津
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す

る
」、「
沼
津
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る
」、「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、「
時
代
に

合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し

問
高
尾
山
古
墳
の
保
存
と
都
市
計
画
道

路
沼
津
南
一
色
線
の
整
備
に
つ
い
て
、
①

両
立
の
方
針
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
今

の
段
階
で
、
高
尾
山
古
墳
の
保
存
・
活
用

の
た
め
に
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
の
寄

附
・
ふ
る
さ
と
納
税
を
募
集
し
た
こ
と
に

対
す
る
認
識
は
。
②
両
立
を
図
る
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答
市
長
／
①
高
尾
山
古
墳
の
保
存
に
関

す
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
整
備
方
針
が
確
定
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
古
墳
の
保
存
と
道
路
整
備
の
両
立
に

は
、
相
当
な
費
用
が
必
要
と
な
る
。
高
尾

山
古
墳
は
、
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で

を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携

す
る
」と
い
う
四
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

就
職
、
出
会
い
、
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
、

教
育
な
ど
、
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

施
策
を
掲
載
し
た
。
具
体
的
に
は
、
本
市

の
実
情
に
合
わ
せ
、
沼
津
し
ご
と
応
援
事

業
、
出
会
い
応
援
事
業
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
な
ど
六
十
八
事
業
を
位
置
づ
け

て
い
る
。
各
施
策
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や

県
の
支
援
策
や
有
利
な
起
債
等
を
最
大
限

活
用
す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
な

ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努
め
、

着
実
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
の
保
存
・

活
用
の
た
め
に
必
要
と
な
る
費
用
の
大
半

を
沼
津
市
民
が
負
担
す
る
こ
と
は
過
重
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
追
加
費
用

に
充
て
る
市
の
財
源
確
保
を
目
的
と
し
た

寄
附
・
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
②
沼
津
南
一
色
線
整

備
は
、
こ
れ
ま
で
地
元
住
民
を
初
め
、
多

く
の
関
係
者
の
理
解
の
も
と
進
め
て
き
た
。

特
に
、
東
西
の
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
元
住
民
の
二
十
年
来
の
協
力
が

あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
整
備
方
針
を

具
体
的
に
決
定
す
る
ま
で
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

川
口
　
三
男

片
岡
　
章
一

市民が人生のステージで　　　　　
主役になるための本市独自の支援は

高尾山古墳保存と沼津南一色線の
　　　　両立に対する今後の進め方は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

第
四
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
市

長
の
平
成
二
十
八
年
度
施
政
方
針
に
対

す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
六
つ
の
会

派
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

公
明
党 問

年
間
百
四
十
五
万
人
が
訪
れ
る
沼
津

港
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
本
市
発
展
へ
の
近
道
と
考
え
る

が
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
制
度
の
活
用
に
よ

る
事
業
展
開
と
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大

会
を
本
市
へ
誘
致
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
沼
津
港
は
、
平
成
十
九
年

十
一
月
に
県
内
初
の
み
な
と
オ
ア
シ
ス
と

し
て
認
定
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
中
部
み

な
と
オ
ア
シ
ス
会
議
の
開
催
や
国
の
大
型

作
業
船
清
龍
丸
の
防
災
訓
練
及
び
見
学
会

等
を
実
施
し
て
き
た
。
み
な
と
オ
ア
シ
ス

制
度
の
活
動
は
、
沼
津
港
へ
の
来
訪
者
が

首
都
圏
を
中
心
と
す
る
中
、
中
京
圏
を
初

め
、
全
国
か
ら
の
来
訪
を
促
進
す
る
貴
重

な
機
会
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

そ
の
一
環
で
あ
る
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国

大
会
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
み
な
と
オ
ア

シ
ス
が
集
い
、
自
慢
の
一
品
を
競
う
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、本
市
は
、鯖
を
使
っ
た
ラ
ー

メ
ン
や
串
団
子
、
ア
ジ
の
干
物
の
素
揚
げ

を
出
品
し
て
き
た
。
こ
の
大
会
は
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
注
目
を
集
め
、
集
客
力
も

向
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
催
地
に
は
、

集
客
に
よ
る
広
域
的
な
経
済
効
果
や
メ

デ
ィ
ア
が
も
た
ら
す
宣
伝
・
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
効
果
等
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本

市
と
し
て
も
、地
域
と
一
体
と
な
っ
て
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

尾
藤
　
正
弘

Sea 級グルメ全国大会の誘致を 自
民
沼
津

［
代
表
質
問
］
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問
最
終
処
分
場
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
新
最
終
処
分
場
の
候
補
地
選

定
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。
②
現

処
分
場
の
延
命
化
に
対
す
る
取
り
組
み

は
。
③
今
後
の
整
備
方
針
は
。

答
市
長
／
①
平
成
二
十
四
年
度
に
立
地

に
関
連
す
る
市
内
各
地
域
の
特
性
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
、
平
成
二
十
五
年
度
、

二
十
六
年
度
は
特
定
の
候
補
地
を
選
定
し

て
関
係
者
と
協
議
し
て
き
た
が
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
ル
ー
ト
設
定
に
か
か
わ
る
問
題

等
で
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
平
成

二
十
七
年
度
は
広
域
連
携
に
つ
い
て
模
索

し
つ
つ
、
最
新
処
理
技
術
の
情
報
の
蓄
積

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成

問
中
間
処
理
施
設
の
建
設
と
香
陵
公
園

周
辺
整
備
と
い
う
二
つ
の
大
規
模
な
事
業

を
並
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
財
政

上
無
理
が
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
①
当
初

の
計
画
を
変
更
す
る
理
由
は
。
②
市
民
へ

の
説
明
は
。

答
市
長
／
①
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
建
て
か
え
需
要
が
集
中
す
る

中
で
、
無
理
に
強
行
す
る
こ
と
が
本
市
の

た
め
に
な
る
の
か
を
庁
内
で
検
討
し
た
結

果
、
当
初
の
計
画
を
順
延
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
香
陵
公
園
周
辺
整
備
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
需
要

や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
需
な
ど
が
想
像
以
上

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
入
札
不
調

問
地
方
中
枢
都
市
の
役
割
を
担
う
た
め
、

中
核
市
移
行
へ
の
考
え
は
。

答
市
長
／
中
核
市
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
及
び
地
方
交
付
税
基
準
財
政
需
要
額
の

加
算
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
高
度
な
専
門
性
を
有
す
る
職

員
の
確
保
や
、
そ
れ
ら
に
伴
う
人
件
費
の

増
加
、
施
設
の
維
持
管
理
経
費
及
び
財
政

負
担
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
中
核

市
を
目
指
す
に
足
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、

引
き
続
き
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

問
産
業
振
興
を
図
り
、
仕
事
を
つ
く
る

こ
と
が
定
住
人
口
の
増
加
へ
つ
な
が
る
と

二
十
八
年
度
は
現
処
分
場
の
逼
迫
状
況
と

あ
わ
せ
て
新
し
い
処
理
方
式
を
取
り
入
れ

た
施
設
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
、
広
く
市

民
の
理
解
を
得
て
、
早
期
に
候
補
地
を
選

定
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
②
新
た

な
処
分
場
の
め
ど
が
立
つ
ま
で
の
間
、
現

処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
べ
く
、
主
灰
の

リ
サ
イ
ク
ル
処
理
等
に
加
え
、
平
成
二
十

七
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
飛
灰
の
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
も
引
き
続
き
実
施
し
、
市
民

生
活
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
努

め
て
い
く
。
③
新
最
終
処
分
場
の
整
備
を

市
民
共
通
の
課
題
と
し
て
認
識
し
て
も
ら

い
、
積
極
的
に
市
有
地
か
ら
候
補
地
を
選

定
し
、地
元
に
提
示
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

や
高
い
落
札
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
当
初

の
計
画
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
計
画
地
内
に
立

地
す
る
施
設
を
含
め
て
全
体
的
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
の
計
画
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
多

大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
理
由
に
あ
き

ら
め
る
の
で
は
な
く
、
最
適
な
時
期
に
、

最
少
の
費
用
で
、
民
間
活
力
の
導
入
や
国

庫
補
助
金
等
を
引
き
出
す
な
ど
し
て
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
②
広
報
ぬ
ま
づ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
周
辺

地
域
の
住
民
に
説
明
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
産
業
振
興
を
図
る
た
め
、
起

業
、
創
業
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
や
中

小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資
に
対
す
る
利

子
補
給
、
用
地
取
得
に
対
す
る
補
助
な
ど
、

市
内
企
業
の
円
滑
な
事
業
展
開
の
た
め
に

効
果
的
な
支
援
策
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
中
小
企
業
が
新
商
品
の
開
発
や
生
産

性
向
上
の
設
備
投
資
等
に
有
効
に
活
用
で

き
る
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
や
各
支
援
策
に

つ
い
て
、
市
内
企
業
に
積
極
的
に
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
周
知
に
努
め
て
い
る
。
雇
用

環
境
に
つ
い
て
は
、
本
市
独
自
の
就
職
応
援

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
求
職
者
と
市
内
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

加
藤
　
元
章

山
下
　
富
美
子

原
　
信
也

新最終処分場の　　　　
整備に向けた取り組みは

中間処理施設と香陵公園の
整備計画変更の理由は

中核市移行を目指す考えは

未
来
の
風

志
政
会

市
民
ク
ラ
ブ

一 般 質 問市政について問う！

平成28年 4月1日から
常任委員会の名称及び所管が
一部変更になりました

　消防の広域化及び沼津市事務分掌条例の一部改正
に伴い、常任委員会の名称及び所管が次のように改
められました。

旧 新

名
　
称

総務経済委員会 総務委員会

文教消防委員会 文教産業委員会

変

更

内

容

・�消防の広域化に伴い、旧文教消防委員会の
所管から、消防が外れます。
・�近年、歴史・文化を生かした観光施策、学
校教育におけるキャリア教育や地産地消な
ど、教育委員会と産業振興部との関連がふ
えてきたことから、産業振興部と農業委員
会の所管を旧総務経済委員会から文教産業
委員会に移管します。
・�沼津駅周辺整備部が新設され、建設水道委
員会の所管となります。
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問
本
市
中
学
生
の
傷
害
事
件
へ
の
対
応

と
、今
後
の
事
件
防
止
に
対
す
る
考
え
は
。

答
教
育
長
／
事
件
発
生
後
、
直
ち
に
関

係
生
徒
の
い
る
学
校
に
指
導
主
事
を
派
遣

し
、
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
学
校

等
の
対
応
に
つ
い
て
指
導
と
支
援
を
行
っ

た
。
事
件
に
関
与
し
た
生
徒
に
対
し
て
は
、

事
件
当
日
の
状
況
や
背
景
に
つ
い
て
聞
き

取
り
や
生
活
態
度
の
改
善
に
関
す
る
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、

全
教
職
員
で
生
活
指
導
方
針
の
徹
底
や
校

内
規
則
等
の
遵
守
、
規
範
意
識
の
醸
成
な

ど
、一
貫
し
た
指
導
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

近
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
交
友
関
係
の
広

が
り
か
ら
、
問
題
行
動
が
複
数
の
学
校
や

問
本
市
の
小
中
学
校
の
体
育
活
動
中
に

お
け
る
救
急
搬
送
を
必
要
と
す
る
負
傷
・

事
故
等
の
発
生
件
数
と
そ
の
内
訳
は
。

答
教
育
長
／
発
生
件
数
は
平
成
二
十
五

年
度
に
一
件
、
二
十
六
年
度
に
六
件
、

二
十
七
度
年
に
四
件
で
あ
り
、
内
訳
は
、

骨
折
、
捻
挫
、
打
撲
、
熱
中
症
等
で
あ
る
。

問
体
育
活
動
中
の
負
傷
・
事
故
防
止
の

た
め
の
安
全
確
保
対
策
は
。

答
教
育
長
／
体
育
活
動
を
行
う
に
当
た

り
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
教
員

が
日
ご
ろ
か
ら
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
を

観
察
し
な
が
ら
、
適
正
な
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
て
、

み
ず
か
ら
危
険
を
予
測
し
安
全
に
行
動
で

市
町
に
ま
た
が
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
今

後
は
情
報
交
換
や
情
報
共
有
を
さ
ら
に
積

極
的
に
行
い
、
他
市
町
と
と
も
に
問
題
行

動
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。
教
育
委
員
会

に
お
い
て
も
生
徒
指
導
担
当
者
を
対
象

に
、
児
童
生
徒
の
心
理
状
態
を
把
握
す
る

研
修
を
行
う
な
ど
、
指
導
力
向
上
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
事
件

を
受
け
、
教
職
員
、保
護
者
、警
察
等
が
協

力
し
て
、
生
徒
の
問
題
行
動
を
敏
感
に
捉

え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
今

後
も
問
題
行
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

全
て
の
生
徒
が
、
個
々
の
力
を
発
揮
し
、

生
き
生
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

き
る
能
力
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
具
体
的
な
対
策
と
し
て
は
、

施
設
や
用
具
の
安
全
点
検
の
徹
底
の
ほ
か
、

体
育
活
動
開
始
時
の
準
備
運
動
、
用
具
の

正
し
い
使
い
方
や
児
童
生
徒
自
身
の
体
調
、

体
力
、
技
能
の
程
度
に
応
じ
た
目
標
設
定

な
ど
の
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
実
技
研
修
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
や

安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
ま

た
、
事
故
発
生
時
を
想
定
し
た
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
各
校
で
作
成
し
、
医
療
機

関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
教
職
員
が
生

命
の
維
持
を
最
優
先
と
し
て
、
適
切
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

髙
橋
　
達
也

渡
邉
　
博
夫

本市中学生の傷害事件への対応は体育活動中の負傷・事故に対する認識は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

［
個
人
質
問
］第四
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
十
人
の

議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議員名 主な質問項目（太字掲載） 掲載頁

髙橋　達也 中学生の傷害事件、放課後児童クラブ定員超過問題、動物愛護、
戦略的な国際交流 ８

渡邉　博夫 体育活動中の負傷事故、学校配置適正化、小 1問題、防災施
策 ８

小澤　　隆 職員の人材育成、職員の大局的理念の共有、「沼津市職員の信
条」の実践 ９

長田　吉信 アレルギー疾患への支援、災害時非常食の備蓄 ９

殿岡　　修 鉄道高架化、原西部の地権者、富士見町の住民への迷惑 ９

久保田吉光 本市西部地区の道の駅構想、胃がん検診におけるリスク検診
の導入 ９

霞　　惠介 学校配置の適正化、静浦小中一貫学校の成果 10

梶　　泰久 湧水の活用、交流人口増加策、自噴井戸、市民団体、環境 10

渡部一二実 フードバンクふじのくにへの支援、インバウンド向けグリー
ン・ツーリズムの拡大 10

梅沢　　弘 高尾山古墳の保存、高校会議所と地域活性化、持続可能な自
治体 10

中
学
生
の
傷
害
事
件

体
育
活
動
中
の
負
傷
事
故
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問
人
材
育
成
に
は
好
循
環
の
あ
る
職
場

環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
①
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
は
。
②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の

取
り
組
み
は
。

答
企
画
部
長
／
①
公
務
能
率
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減

を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
七
月
末
か

ら
八
月
末
ま
で
の
約
一
カ
月
間
、
本
人
が

希
望
し
、
公
務
に
支
障
が
な
く
、
所
属
長

が
認
め
た
場
合
に
限
り
、
勤
務
時
間
を
一

時
間
早
め
、
朝
方
勤
務
と
早
期
退
庁
の
勧

奨
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
も
、
年
次
有
給

休
暇
や
夏
季
休
暇
等
を
組
み
合
わ
せ
た
長

期
休
暇
の
取
得
や
男
性
が
育
児
参
加
す
る

問
莫
大
な
費
用
と
期
間
の
か
か
る
鉄
道

高
架
事
業
は
、
執
行
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
、
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
の
た

め
に
土
地
は
売
ら
な
い
と
い
う
地
権
者
の

思
い
を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
今
後

と
も
、
地
権
者
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
、

本
事
業
の
意
義
に
つ
い
て
、
理
解
と
協
力

を
得
ら
れ
る
よ
う
、
誠
実
に
用
地
交
渉
を

行
っ
て
い
く
。

問
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
未
買
収
地

に
植
え
ら
れ
て
い
る
、
名
札
が
つ
け
ら
れ

た
樹
木
に
対
す
る
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
新
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
未
買
収
地
に
土
地
所

問
乳
幼
児
の
ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
本
市
で
は
、
子
供

が
生
ま
れ
た
際
に
は
全
戸
訪
問
し
、
乳
児

の
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
あ
る
乳

問
全
国
有
数
の
交
通
量
を
誇
る
国
道
一

号
に
お
け
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
え
、
本

市
西
部
地
区
に
お
け
る
産
業
振
興
と
に
ぎ

わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
施
設
、
地
元

の
歴
史
・
文
化
の
情
報
の
発
信
基
地
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
持
た
せ
る
道
の
駅
設
置
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
企
画
部
長
／
原
・
浮
島
地
区
に
お
い

て
は
、
道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て
の
議
論

が
高
ま
り
を
見
せ
、
沼
津
市
商
工
会
を
中

心
に
設
置
に
向
け
た
研
究
等
が
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
道
の
駅
は
本
来
の
幹
線
道
路
の

休
憩
機
能
施
設
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
地

た
め
の
休
暇
取
得
を
さ
ら
に
奨
励
す
る
ほ

か
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
の
検

討
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
を
推
進
し
て
い
く
。
②
月
一
回
の
専
門

医
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
を
初
め
、

指
定
年
齢
に
達
し
た
職
員
を
対
象
と
し
た

こ
こ
ろ
の
健
康
診
断
の
実
施
、
医
務
室
看

護
師
等
が
日
常
の
職
員
の
不
安
や
悩
み
の

相
談
に
乗
る
心
の
健
康
相
談
窓
口
の
設
置
、

病
気
休
職
者
等
の
復
職
を
支
援
す
る
た
め
、

試
し
出
勤
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
沼
津
市

職
員
病
気
休
職
者
等
職
場
復
帰
支
援
制
度

の
導
入
の
ほ
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関

す
る
各
種
研
修
等
を
実
施
し
、
職
員
の
健

康
保
持
及
び
増
進
に
努
め
て
い
る
。

有
者
以
外
が
、
樹
木
を
植
え
て
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
地
権
者
か

ら
買
収
す
る
土
地
に
存
在
す
る
樹
木
な
ど

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
調
査
を
行
い
、
樹

木
所
有
者
と
誠
実
に
交
渉
を
行
い
、
適
正

な
補
償
を
行
っ
て
い
く
。

問
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
で
き
た
場
合
、

付
近
の
踏
切
が
長
時
間
遮
断
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
対
応
策
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
事
務
局
長
／
新
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
に
合
わ
せ
て
、
ア

ン
ダ
ー
構
造
の
道
路
を
一
本
松
地
区
に
整

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
踏
切
に
阻

害
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
時
、
南
北
の
通

行
が
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

一
般
的
な
ミ
ル
ク
に
比
べ
、保
護
者
の
負
担

が
高
額
な
も
の
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
高
額
な
ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ
ー
用
の
ミ

ル
ク
を
購
入
す
る
際
に
、
一
般
的
な
粉
ミ

ル
ク
と
の
差
額
を
支
援
す
る
考
え
は
。

答
市
民
福
祉
部
長
／
ミ
ル
ク
ア
レ
ル
ギ

ー
疾
患
を
持
つ
乳
児
用
の
専
用
ミ
ル
ク

は
、
一
般
の
ミ
ル
ク
と
比
べ
三
倍
ほ
ど
の

値
段
で
あ
り
、
月
額
で
は
三
万
円
程
度
か

か
る
た
め
、
こ
れ
に
対
す
る
補
助
制
度
の

創
設
に
つ
い
て
は
、
国
が
設
置
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
対
策
推
進
協
議
会
で
の
議
論

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
先
進
事
例
の
調

査
、
医
師
会
等
関
係
団
体
の
意
見
を
伺
う

な
ど
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

域
の
交
流
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
全
国
で
は

既
に
千
七
十
を
超
え
る
道
の
駅
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
施
設
に

求
め
ら
れ
る
機
能
や
導
入
す
べ
き
機
能
は

何
か
、
土
地
の
選
定
及
び
管
理
運
営
主
体

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
な
ど
と
い
っ

た
基
本
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
最
新
の
情

報
等
を
収
集
・
分
析
し
な
が
ら
、
十
分
な

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。こ
の
た
め
平
成
二
十
八
年
度
は
、

市
と
地
元
住
民
に
加
え
、
外
部
識
者
等
を

交
え
た
検
討
会
を
開
催
し
、
本
施
設
の
整

備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

小
澤
　
隆

殿
岡
　
修

長
田
　
吉
信

久
保
田
　
吉
光

本市における職員の人材育成は

新貨物ターミナル用地の地権者の思いは

乳幼児のミルクアレルギーへの支援を

本市西部地区における　　　　
道の駅設置構想に対する認識は

一 般 質 問市政について問う！

鉄
道
高
架
化

本
市
西
部
地
区
の
道
の
駅
構
想

職
員
の
人
材
育
成

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
支
援

児
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
ミ
ル

ク
ア
レ
ル
ギ
ー
が

確
認
さ
れ
た
場

合
、
医
師
の
指
示

に
よ
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
専
用

ミ
ル
ク
に
切
り
か

え
る
必
要
が
あ
り
、
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問
学
校
配
置
の
適
正
化
検
討
委
員
会
で

出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
。

答
教
育
長
／
主
な
意
見
と
し
て
、「
児
童

生
徒
数
の
現
状
や
将
来
推
計
を
見
る
と
、

学
校
配
置
の
適
正
化
は
、
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
」、「
学
校
配
置
の
適
正
化
は

ハ
ー
ド
面
が
重
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

教
育
環
境
や
教
育
の
質
の
充
実
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
に
つ
な
げ
る
施
策
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、「
静
浦
小
中
一
貫
学
校
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
成
果
を
出
し
て
い
る
た
め
、
小

中
一
貫
教
育
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
静
浦
小
中
一
貫
学
校
の
成
果
を
踏
ま

え
た
本
市
の
学
校
教
育
の
あ
り
方
は
。

問
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
は
、
個

人
ま
た
は
企
業
、団
体
か
ら
、
余
っ
た
食
料
、

使
わ
な
い
食
料
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
行

政
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
生
活
困
窮
者
支

援
団
体
な
ど
を
通
じ
、
生
活
に
困
窮
し
、

支
援
を
望
む
人
や
福
祉
施
設
へ
食
品
を
提

供
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

に
、
本
市
の
保
存
期
限
が
近
づ
い
た
災
害

備
蓄
食
料
の
一
部
を
提
供
す
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
で
は
、
現
在
、

二
十
五
年
保
存
が
可
能
な
非
常
食
を
、
静

岡
県
第
四
次
地
震
被
害
想
定
に
基
づ
き
避

難
所
避
難
者
用
と
し
て
、
七
日
分
の
備
蓄

を
進
め
て
い
る
。
保
存
期
限
の
近
づ
い
た

問
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
貴
重

な
地
域
資
源
で
あ
る
湧
水
を
活
用
す
る
考

え
は
。

答
企
画
部
長
／
市
内
各
地
に
点
在
す
る

湧
水
の
活
用
に
つ
い
て
、
民
有
地
に
あ
る

湧
水
を
、
市
が
観
光
資
源
と
し
て
の
利
用

に
向
け
て
、
積
極
的
に
整
備
や
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
三
月

二
十
五
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

を
行
う
泉
水
源
地
の
送
水
管
理
セ
ン
タ
ー

で
は
、
送
水
管
理
機
能
だ
け
で
な
く
、
沼

津
の
水
道
水
や
美
し
い
周
辺
環
境
の
す
ば

ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
べ
く
、
展

望
回
廊
で
の
パ
ネ
ル
展
示
や
展
望
コ
ー
ナ

ー
な
ど
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
セ
レ
モ

問
平
成
二
十
七
年
六
月
定
例
会
の
最
終

日
に
お
い
て
、
沼
津
南
一
色
線
道
路
改
良

事
業
費
を
含
ん
だ
補
正
予
算
議
案
が
可
決

さ
れ
た
が
、
そ
の
数
時
間
後
に
、
市
長
か

ら
、
高
尾
山
古
墳
保
存
と
都
市
計
画
道
路

（
沼
津
南
一
色
線
）
整
備
の
両
立
に
つ
い

て
、
外
部
の
有
識
者
に
よ
る
協
議
会
を
設

置
し
、
検
討
し
直
す
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
、
検
討
し
直
す
と
判
断

し
た
時
点
で
、
議
案
は
取
り
下
げ
る
べ
き

で
あ
っ
た
と
考
え
る
が
、
取
り
下
げ
を
し

な
か
っ
た
理
由
は
。

答
建
設
部
長
／
沼
津
南
一
色
線
は
極
め

て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
整
備
を
進
め
る
た
め
に
議
決
を
お
願
い

答
教
育
長
／
静
浦
小
中
一
貫
学
校
に
お

い
て
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
、
学
力
の

向
上
を
初
め
、
日
常
的
な
異
年
齢
交
流
に

よ
る
児
童
生
徒
の
社
会
性
の
向
上
や
児
童

生
徒
数
が
ふ
え
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た

学
校
行
事
の
実
施
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
っ
た
成
果
が
見
ら
れ

て
い
る
。
小
中
一
貫
教
育
は
、
教
育
的
効
果

が
高
い
と
考
え
、
市
内
の
他
の
学
校
に
お

い
て
も
、
そ
の
成
果
を
広
め
よ
う
と
、
現
在
、

研
究
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
の
本
市
の
全
て
の
小
中
学
校
の
教
育
の

あ
り
方
と
し
て
、
段
階
的
で
は
あ
る
が
、

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進

す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

非
常
食
に
つ
い
て
は
、
各
自
主
防
災
会
の

希
望
に
よ
り
、
総
合
防
災
訓
練
や
地
域
の

防
災
訓
練
実
施
時
な
ど
に
、
炊
き
出
し
訓

練
用
と
し
て
提
供
し
て
い
る
が
、
近
年
、

そ
の
希
望
が
ふ
え
て
き
た
た
め
、
平
成

二
十
六
年
か
ら
は
、
訓
練
計
画
量
を
提
出

し
て
も
ら
い
、
調
整
す
る
中
で
、
各
自
主

防
災
会
に
配
付
し
て
い
る
。
今
後
三
年
間

で
は
、
平
成
二
十
八
年
に
一
万
食
分
、
平
成

二
十
九
年
に
九
千
六
百
食
分
、
平
成
三
十

年
に
一
万
食
分
が
期
限
を
迎
え
る
が
、
訓

練
用
と
し
て
各
自
主
防
災
会
に
配
付
す
る

状
況
を
踏
ま
え
、調
整
の
上
、全
体
と
し
て

数
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ニ
ー
当
日
は
、
沼
津
の
水
道
水
の
お
い
し

さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
利
き
水
体

験
な
ど
も
予
定
し
て
い
る
。
清
ら
か
な
湧

水
が
数
多
く
点
在
し
、市
域
全
体
と
し
て
、

渇
水
期
に
も
水
の
心
配
は
全
く
要
ら
な
い

と
い
っ
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
海
辺
や

川
辺
な
ど
の
親
水
空
間
の
活
用
、
上
質
な

飲
料
水
な
ど
、

豊
か
な
水
を

切
り
口
と
し

て
、
沼
津
の
都

市
イ
メ
ー
ジ

を
発
信
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
予
算
化
し
た
上
で

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
調
整
が

必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
的
に

も
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
特
に
今

回
の
場
合
は
、
六
月
定
例
会
の
一
般
会
計

予
算
決
算
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に
お
い

て
も
、
高
尾
山
古
墳
は
多
く
の
市
民
等
が

思
い
を
寄
せ
る
本
市
の
大
切
な
財
産
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
保
存
活

用
方
法
が
最
良
で
あ
る
か
今
後
も
関
係
機

関
と
の
協
議
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、

市
民
へ
の
周
知
に
も
、
よ
り
一
層
意
を
注

い
で
ほ
し
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
意

見
を
踏
ま
え
た
上
で
進
め
て
き
た
も
の
で

あ
る
。

霞
　
恵
介

渡
部
　
一
二
実

梶
　
泰
久

梅
沢
　
弘

本市の学校規模における適正配置と
今後の学校教育のあり方は

フードバンクふじのくにに対する
支援策は

湧水を活用した交流人口増加策は

高尾山古墳の保存を

▲浮島地区の湧水

一 般 質 問市政について問う！

学
校
配
置
の
適
正
化

フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に

湧
水
の
活
用

高
尾
山
古
墳
の
保
存
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意　見　書

　この意見書は、平成 28年
3月17日に全会一致で可決
された後、関係官庁等へ送付
しました。

※�意見書とは、市だけの努力
では解決できない公共の利
益に関する問題について、
市議会の意思をまとめて国
や県に要望するものです。

精神障害者の交通運賃割引制度の拡充を求める意見書

障害者に対する交通運賃割引は、身体障害者については旧国鉄時代の昭和25年から、身体
内部障害者は平成２年から、知的障害者は平成３年から実施されてきた。運賃割引を実施して
いる交通機関等事業種は現在、ＪＲ、民間鉄道、航空、旅客船、バス、タクシーのほか、高速
道路に及んでいる。�
しかし、精神障害者については、平成９年～10年当時、精神障害者家族の全国団体が主と

してＪＲ運賃割引を求めて大規模な署名運動を実施しているが、割引は実現せず、以後、全国
的には一部の路線バス、民間鉄道などが割引を行うようになったものの、精神障害者を除外す
るという差別の体制は基本的に変わっていない。�
精神障害者家族会の全国組織である全国精神保健福祉会連合会が実施した精神障害者に対

するアンケート調査結果（回答者約4,800人）によると、精神障害者の1カ月の平均収入は約
６万円、無年金者は約20％に上った。そして、交通費の負担が大変なため、「作業所に行くの
をやめた」「どこにも出かけないようにしている」「外出は自転車で行ける範囲」という深刻な実
態が明らかになった。�
近年、障害者関係の法制は集中的に整備され、とりわけ平成26年２月に政府が批准した国

際法・障害者の権利に関する条約はその第20条で「障害者自身が、自ら選択する方法で、自
ら選択する時に、かつ、負担しやすい費用で移動することを容易にすること」と明記し、第４条
で「障害者に対する差別となる既存の法律、規則、慣習及び慣行を修正し、又は廃止するため
の全ての適当な措置をとること」「この条約と両立しないいかなる行為又は慣行も差し控えるこ
と」とうたっている。�
精神障害者の自立や社会参加の機会をより一層推進するためにも、障害者の交通運賃割引制
度の対象から精神障害者だけを除外することなく、上記の障害者の権利に関する条約の理念や
趣旨に沿うべきであると考える。�
よって、国においては、精神障害者にも身体障害者及び知的障害者と同等に交通運賃割引が
速やかに実現するよう強く要望する。�

 第２回臨時会を開催しました！
　第２回臨時会は、４月18日に開催されました。
　この臨時会では、平成28年４月１日から駿東伊豆消防組合規約
が施行されたことに伴い、同規約第６条第１項の規定に基づき、同
組合議会の議員５人の選挙を行いました。
　また、「専決処分の報告及びその承認（沼津市立幼稚園保育料徴収
条例の一部改正）」ほか２件の議案を審議し、いずれも原案のとおり
可決されました。
※�臨時会とは、定例会のほかに、臨時の必要がある場合、特定の事
件に限ってこれを審議するために臨時招集される議会のことです。

沼津市議会選出の駿東伊豆消防組合議会議員
尾　藤　　正　弘　　　片　岡　　章　一
植　松　　恭　一　　　梶　　　　泰　久
渡　邉　　博　夫　　　　　　　　　　　
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私
に
は
将
来
、
美
術
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た

い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
大
好
き
で
、
自
分
が
一
番
好
き
な

こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
、
こ
の
夢
を
持

ち
ま
し
た
。
人
を
元
気
に
し
た
り
、
楽
し
い
気

持
ち
に
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
絵
を
描

け
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
豊
か
な
表
現
力
に
は
、
豊
か
な
心

が
必
要
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
夢
を
か
な
え
て
立
派
な
社
会
人
に
な

り
た
い
で
す
。

人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に

僕
は
中
学
二
年
生
に
な
っ
て
、
一
つ
の
夢
を

見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
中
学
校
の
理
科
の
教

師
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
の
夢
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

理
科
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。
幼
い
こ
ろ
か
ら

天
体
に
興
味
を
持
ち
、
観
測
し
た
り
、
本
を
読

ん
だ
り
し
て
、
知
識
を
深
め
る
楽
し
さ
を
知
り

ま
し
た
。
二
つ
目
は
、
教
え
る
お
も
し
ろ
さ
を

発
見
し
た
か
ら
で
す
。
ク
ラ
ス
の
友
達
に
教
え

た
と
き
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
て
と
て

も
気
持
ち
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
夢
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
理
科
の
学
習
に
力

を
入
れ
る
こ
と
と
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
を
、心
が
け
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
夢

ぼくとわたしの

ゆめ
たから 市立原中学校

３年
鈴
すず

木
き

陸
りく

斗
と

さん

定例会開会・閉会予定は、都合により変更する場
合がありますので、御了承ください。
各定例会の詳細な日程は、招集告示日（定例会開
会1週間前ごろ）に開かれる議会運営委員会で協議
されます。

愛鷹小学校の６年生が、社会科の授業の一環で２月定
例会初日（H28. ２.12）の本会議を傍聴しました。127
人の児童たちは、４グループに分かれて傍聴し、本会議
の様子を真剣に見学していました。

市議会の活動を知っていただくためには、本会議
の傍聴をお勧めします。特に、一般質問が行われる
日には、市政に対する熱心な議論が交わされること
から、議会の動きを知る絶好のチャンスです。
傍聴はどなたでもできます。ぜひ、傍聴席に足を
運んでみませんか。

議会だよりへの御意見・御感想をお聞かせください
議会だより編集委員会では、今後の紙面づくりの参考とさせていただくため、市民の
皆さんからの御意見・御感想をお待ちしています。
御意見・御感想は、郵送、電話、FAX、Eメール等でお寄せ下さい。（本紙面左端参照）

小学生が本会議を傍聴しました！

定例会 開会予定日 閉会予定日

平成28年
第５回（６月）
定例会

６月６日(月) ６月27日(月)

第 6回（９月）
定例会 ９月14日(水) 10月17日(月)

第 7回（11月）
定例会 11月25日(金) 12月16日(金)

平成29年
第8回（2月）
定例会

２月10日(金) ３月16日(木)
発

行
／

沼
津

市
議

会
編

集
／

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

〒410-8601　沼
津

市
御

幸
町

16-1
TEL 055-934-4711　

FAX 055-931-1226
E-m

ail:gikai-jim
@

city.num
azu.lg.jp

市
議

会
HPで

は
、

本
会

議
の

録
画

映
像

な
ど

を
配

信
中

!
沼
津
市
議
会

検
索

傍 聴 に 行 こ う ！

第 5回（6月）定例会から
第 8回（2月）定例会の開会・閉会予定

市立浮島中学校
３年

林
はやし

穂
ほ

乃
の

歌
か

さん
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